

～食事から治す褥瘡～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甘木愛光園　栄養士　西　麻央

皮膚状態は健康のバロメーターであり、その観察は非常に大事なポイントであると思います。
愛光園では、身体状況や生活状況に合わせて、丁寧な体位交換、栄養状態と水分摂取量・皮膚状態の　　　　把握など毎日の観察とスタッフ連携を行い、褥瘡の予防・早期発見に取り組み「褥瘡ゼロ」を目指しています。

私は、「発赤は褥瘡の初期症状」というのを教わり、発赤のある利用者様がいる場合は食事からの
早期治療を行い褥瘡になる前に完治出来る様に取り組んでいます。
褥瘡の治療に対する様々な補助食品がありますが、愛光園では手作りにこだわり、高たんぱくで褥瘡に効く栄養成分の入った食材を使用した補助食品を提供し、日々の食事と合わせてしっかり栄養を摂って頂く取り組みを行っています。
食事を食べて頂く為には介護職員の協力があって成り立っている取り組みだと思っています。
褥瘡になる原因は栄養状態の悪化やポジショニング等、様々な要因があると思います。
介護職員だけではなく、愛光園のスタッフ全てが「褥瘡を作らない」という意識を持つ事が大事だと思います。
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